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議案第５７号

福岡市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

　上記の議案を提出する。

平成２７年２月２４日

福岡市長　髙　　島　　宗 一 郎

理由

　この条例案を提出したのは，人事委員会の勧告等に鑑み，一般職職員の単身赴任手当及び

初任給調整手当の額の改定を行うとともに，再任用職員に対して単身赴任手当を支給する等

の必要があるによる。

福岡市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

　福岡市職員の給与に関する条例（昭和２６年福岡市条例第１８号）の一部を次のように改正す

る。

　第２条ただし書中「但し」を「ただし」に改め，同条中第１号を削り，第２号を第１号と

し，第３号から第５号までを１号ずつ繰り上げる。

　第５条第２項中「特別職給与条例」を「福岡市特別職職員の給与に関する条例（昭和２７年

福岡市条例第７号）」に改める。

　第８条第１項中「命ぜられた」を「命じられた」に改め，「自己啓発等休業をいう。以下同

じ。）」の次に「，配偶者同行休業（福岡市職員の配偶者同行休業に関する条例（平成２７年福

岡市条例第　号。以下「配偶者同行休業条例」という。）に基づく配偶者同行休業をいう。以

下同じ。）」を加え，同条第３項中「命ぜられ」を「命じられ」に改め，「自己啓発等休業の承

認をいう。）」の次に「，配偶者同行休業の承認（配偶者同行休業条例第２条の規定に基づく

配偶者同行休業の承認をいう。）」を加える。

　第８条の２第１項中「２４９,８００円」を「３０７,０００円」に改める。

　第１１条の２第２項中「２３,０００円」を「３０,０００円」に，「４５,０００円」を「７０,０００円」に改める。

　第２１条の３中「，第１０条の３及び第１１条の２」を「及び第１０条の３」に改める。

　　　附　則
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　（施行期日）

１　この条例は，平成２７年４月１日から施行する。

　（単身赴任手当に関する特例）

２　この条例による改正後の福岡市職員の給与に関する条例（以下「改正後の条例」とい

う。）第１１条の２第２項の規定の適用については，同項中「３０,０００円」とあるのは，この条

例の施行の日から平成３０年３月３１日までの間にあっては「３０,０００円を超えない範囲内で規

則で定める額」とする。

　（教育長に関する経過措置）

３　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成２６年法律第７６

号）附則第２条第１項の規定によりなお従前の例により在職する教育長の同項の任期中は，

改正後の条例第２条及び第５条第２項の規定は適用せず，この条例による改正前の福岡市

職員の給与に関する条例第２条及び第５条第２項の規定は，なおその効力を有する。


